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　県民の皆さまに人権を身近な問題として考えていただくため、人権フェスティバルを開催します。この機会に
人権について考えてみませんか？ご応募お待ちしています！
◆日　時：１２月２日（日）　１３時～１５時４０分
◆場　所：熊本テルサ１階　テルサホール
◆内　容：・コッコロ隊ステージ
　　　　　・ハートフルコンサート　出演 Hanna　Bunya（はんなぶんや）さん
　　　　　・講演　堀尾　正明さん　演題「はぐくもう！思いやりの心は『ご近所の底力』」
◆申し込み方法（先着５００人まで）

郵便番号、住所、氏名、電話番号、参加希望人数（１件につき３人まで）、このフェスティバルを知ったきっか
けを記入し、ハガキ、FAX、または熊本県人権センターのホームページからご応募ください。

【お問い合わせ・応募先】熊本県人権同和政策課　人権フェスティバル係
　　　　　　　　　　　  〒８６２－８５７０　熊本市中央区水前寺６丁目１８番１号
　                                ☎０９６－３３３－２２９９　FAX：０９６－３８３－１２０６

　人と人がつながりあい、あらゆる差別のない「人権いきいきふるさとづくり」をめざしましょう！子どもからおと
なまで、みなさんぜひご参加ください！

◆日　時：１２月８日（土）　９時３０分～１５時
◆場　所：八代市総合体育館
◆内　容
ステージの部
部落差別をはじめさまざまな人権問題について、人権についての劇や演奏、踊りなどの表現活動を通して、差
別やいじめをなくす

バザー・体験の部
　楽しく気軽に参加できる、人と人との交流の場として食品や物品などのバザー、ものづくりなどの体験コーナー

展示の部
　人権に関する作品やメッセージ、学校や団体の活動や取り組みの紹介

人権パレード
　みんなで一緒にパレードし、人権についてアピールする

【お問い合わせ先】			八代市人権啓発センター（人権政策課）  ☎３０－１７１１
　　　　　　　　　八代市教育委員会学校教育課　☎３０－１６７３
　　　　　　　　　氷川町教育委員会学校教育課　☎６２－３３１３

熊本県人権フェスティバル

２０１８　部落差別をはじめすべての差別をなくす
人権子ども集会フェスティバル inやつしろ


